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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ペルオキシソーム増殖因子活性化受容体（PPAR）ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、転写抑制と核内受容体シグナル伝達の統合因子として機能すると考えられています。ペルオキシソーム増殖因子活性化受容体αおよびγのリガンド誘導性転写活性を阻害する可能性がありますが、この効果の証拠は一貫していません。大腸がん細胞におけるこの遺伝子の発現は変動する可能性がありますが、通常は比較的低い値を示します。マウスを用いたノックアウト研究では、このタンパク質が脳梁の髄鞘形成、脂質代謝、分化、および表皮細胞の増殖に関与していることが示唆されています。選択的スプライシングにより、異なるタンパク質アイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2017年8月]
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	PPAR デルタウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した Jurkat 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

